
自
治
体
議
会
の

こ
れ
か
ら

北海道大学公共政策大学院
Hokkaido University Public Policy School

－議員の定数・報酬問題を通じて議会のあり方を考える－
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主催/北海道大学公共政策大学院 院生協議会 共催/北海道大学公共政策大学院
後援/北海道議会、北海道市議会議長会、北海道町村議会議長会、札幌市、札幌市議会

お問合わせ/北海道大学 法学研究科・法学部庶務担当 TEL：011-706-3704(9:00-17:00土日祝除く)

2012201220122012年12121212月15151515日（土）
13:30～17:30（13:00開場）

会場
北海道大学 理学部5号館2階 大講堂
（札幌キャンパス：札幌市北区北10条西8丁目）

参加
申込

当日受付も可能ですが、満員の場合はご参加いただけな
い場合がございますので、事前申込をお願いいたします。
※定員200名/事前申込締切日：12月 8日

参加費無料

WEB申込
http://p.tl/CwZR-

FAX申込
011-706-4716

FAX申込の場合は裏面の申込フォームをご利用ください。

左記QRコードの他、院生協議会WEBサイトからも
WEB申込用ページにアクセスすることができます。

北海道大学公共政策大学院 院生協議会 Web
http://www.hops.hokudai.ac.jp/~ppsgs/

北海道大学公共政策大学院 院生協議会 検索

基調講演

仕事としての自治体議員
金井 利之（ ）
講師紹介｜金井 利之（かない としゆき）
1989年東京大学法学部卒業。東京大学法学部助手（行政学）、東京都立大
学法学部助教授（都市行政論）、東京大学大学院法学政治学研究科助教授
（都市行政学）を経て、2006年から同教授。

院生発表

自治体議会の議員定数・報酬について
北海道大学公共政策大学院生

パネルディスカッション

これからの自治体議会の役割・あり方
■コーディネーター
山崎 幹根（北海道大学公共政策大学院教授）
■パネリスト
金井 利之（ ）
庄司 清彦（NHK北見放送局記者）
土屋 隆 （ ）
広瀬 重雄（芽室町議会議長）

会津若松市議会議会制度検討委員会委員長

東京大学大学院法学政治学研究科教授

東京大学大学院法学政治学研究科教授



『自治体議会のこれから』
北海道大学公共政策大学院 院生シンポジウム参加申込書

FAX/011-706-4716

フリガナ 年年年年 齢齢齢齢

※氏 名
歳

※ご 職 業

連絡先

TEL FAX

Eメール

※必須項目

【個人情報の取扱いについて】

■この申込書において取得した個人情報は、本シンポジウム開催に関する業務のみに利用し、目的以外では

一切利用いたしません。なお、当院生協議会シンポジウム委員会が開催するシンポジウムのご案内等に利

用させていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。

■この申込書において取得した個人情報を第三者に提供することはありません。

（申込先）
北海道大学公共政策大学院 院生協議会 シンポジウム委員会

※大学構内には駐車場がありませんので、

自動車でのご来場はご遠慮ください。

※ご来場の際はJR・地下鉄・バス等の公共交

通機関をご利用ください。札幌駅
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＜会場案内図＞
理学部5号館低層棟2F 大講堂
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